
加工用トマトの収量・品質の向上

対象：沼田町加工用トマト生産組合

１ 活動の背景

２ 活動の経過

近年、町内の生産者が減り、
それに伴い面積も減少して
いる。
町からは、糖度4.5％以上
のトマトの出荷増を求めら
れている。

昨年度の試験結果(右図)から、月1
回程度(少追肥区)の追肥をすること
で、玉は小さいが、数が多く、増
収することが明らかになった。
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カリの施肥量が少ないことを踏まえ
て、窒素(2kg/10a)＋カリ(5kg/10a)で
増収、糖度上昇を狙った。

前年の結果から、追肥は1回/月とし
た。

多追肥区：旬1回
少追肥区：月1回
無追肥区：農家慣行

追肥は硫安を用いた

窒素+カリ区(NK区)

窒素区(N区)
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３ 活動実績の具体的内容

４ 今後の課題と対応

収量は
窒素＋カリ区≦窒素区＜慣行区
となった。

個数は、出荷物で見ると
窒素区≒窒素＋カリ区＞慣行区
となった。

糖度は
窒素＋カリ区≫窒素区≒慣行区
となった。

糖度を高めたいのならカリの
追肥は必要です。
ただ、早くから施用すると減
収するようですので、今後、
時期を検討します。

うちは糖度は高いけど量
が少ないから窒素だけの
追肥でいいかなぁ

うちは量は取れるけど、糖度
が低いからカリウムの追肥を
検討しようっと


